
 

 

 

トヨタ紡織、刈谷グローバル本社が 

「愛知まちなみ建築賞」と「中部建築賞」で表彰 
 

トヨタ紡織株式会社は、２０２０年８月に稼働開始した刈谷グローバル本社が、このたび、

愛知県が主催する「第２９回愛知まちなみ建築賞」を受賞するとともに、中部建築賞協議会が

主催する「第５３回 中部建築賞」に入選しました。２月２日（水）には、愛知まちなみ

建築賞の表彰式が行われ、愛知県 大村秀章知事より賞状を授与されました。 

今回受賞したグローバル本社は、人と情報をグローバルにつなぐ、「Global Mainstay 

Hub」をコンセプトに掲げ、トヨタグループの源流としての 100 年の伝統を礎に、次の 100 年

を創る本社と位置付け、再構築しました。ITインフラの整備により「いつでも、どこでも、

だれとでも」働ける環境を構築したほか、部門間等の活発なコミュニケーションを日常的に

誘発する仕掛けや省エネルギー化、さらには地域社会への貢献を念頭に、緑化や災害時の

防災拠点化にも配慮しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【刈谷グローバル本社】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

２０２２年２月８日  

トヨタ紡織株式会社  

 

Topics 

  
社内外との連携強化を図る 

コラボレーションエリア 

  
立体的に日射を遮蔽するスクリーン   

外観 

  
エントランスホール 

（災害時の避難者受入れスペース） 

2/2 愛知まちなみ建築賞表彰式 

左から、 

㈱竹中工務店 風岡慶彦常務執行役員 

愛知県 大村秀章知事 

トヨタ紡織 本部長の永田伸久 

㈱竹中工務店 長谷川寛グループ長 

 


